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２０２２年３月 全国百貨店売上高概況 
２０２２年４月２５日 

Ⅰ．概 況  
 

１．売上高総額        ４，２６０億円余 

２．前年同月比（増減率）４.６％（店舗数調整後／２か月ぶりプラス） 

３．調査対象百貨店   ７３社 １９０店 （２０２２年２月対比＋１店） 

４．総店舗面積     ４,９１５,６１３㎡ （前年同月比：－０.９％） 

５．総従業員数     ５６,４９５人 （前年同月比：－３.３％） 

６．３か月移動平均値   8-10 月 －３.９％、9-11 月 ２.７％、10-12 月 ６.９％ 

（店舗数調整後）   11-1 月 １０.３％、12-2 月 ８.１％、1-3 月 ６.４％ 

 

  ［参考］２０２１年３月の売上高増減率は２１.８％（店舗数調整後） 

【特 徴】 
３月の売上高は４.６％増、入店客数は２.９％増と、共にプラス転換した。 

まん延防止等重点措置の解除による外出機会の増加や消費マインドの高まりに加え、各社

が企画した外商催事や会員施策、各種イベントなどが寄与した。春物商材や増勢が続く高額

商品の他、新生活需要を背景にオケージョンアイテムも好調に推移した。２０１９年比では

売上高１５.２％減、入店客数２７.８％減となった。 

顧客別では、国内市場は活況で、４.９％増（２か月ぶり／シェア９８.９％）とプラスに転じ、２０１

９年比では３.５%減と、コロナ前の水準に回復しつつある。一方、インバウンドは１５.３％

減（２か月連続／シェア１.１％）、２０１９年比８５.８％減と厳しい状況が続く。 

地区別では、大都市（１０都市／６か月連続）が６.７％増と、前月より４.７ポイント伸長した。二

桁増の東京地区（１１.３％増）をはじめ、全地区で前年実績を超えた。地方（１０都市以外の地区／２か月

連続）は、２地区（関東、四国）でプラスとなったものの、全体では０.６％減と、わずかに前年に

は届かなかった。 

商品別では、主要５品目のうち、家庭用品を除く４品目で前年実績をクリアした。 

ラグジュアリーブランドや、時計・宝飾などの高額品は二桁増と引き続き高伸している。

また、気温上昇等の天候与件や外出増加、オケージョン需要の回復で、コート、ジャケット

など春物衣料、卒・入学や新生活アイテム、ブライダル関連も動いた。食料品は、物産催事

の他、惣菜や、手土産需要から菓子が好調だった。ホワイトデー、ひなまつりなど歳時記商

材も健闘した。生鮮食品は流通量減少による価格高騰が影響し苦戦した。 

加盟各店では、引き続き感染防止対策を徹底しつつ、ＧＷや母の日商戦等を見据えた営業

施策を積極展開するなど、業績の早期回復に向けて取組みを推進している。 

 

【要 因】 
    (1) 天 候 ： 気象庁発表「３月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 
    ◇大陸からの寒気の影響を受けにくく、南からの暖かい空気が流れ込んだ時期もあったため、気温は西日本でかなり高

く、北・東日本で高かった。また、東日本の降水量は少なく、東日本太平洋側の日照時間は多かった。 

(2) 営業日数増減     ３０.９日（前年同月比 ±０.０日） 

(3) 土･日･祝日の合計     ９日（  〃    土曜１日減） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１１０店舗） 

     ①増加した：４７店、②変化なし：２７店、③減少した：３６店 

  (5) ３月歳時記（ホワイトデー、卒業・入学、新生活）の売上（同上／有効回答数８３店舗） 

     ①増加した：１７店、②変化なし：５６店、③減少した：１０店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 426,034,999 100.0 4.6 (　4.5)

10都市 309,064,731 72.5 6.7

札幌 10,790,520 2.5 2.0

仙台 5,730,489 1.3 4.8

東京 122,575,589 28.8 11.3

横浜 26,982,350 6.3 1.3

名古屋 30,013,448 7.0 4.0

京都 17,599,637 4.1 2.3

大阪 60,380,066 14.2 6.8

神戸 10,163,506 2.4 1.3

広島 8,333,880 2.0 0.7

福岡 16,495,246 3.9 4.4
10都市以外の地区 116,970,268 27.5 -0.6 ( -1.0)

北海道 942,248 0.2 -9.2

東北 5,243,692 1.2 -5.8

関東 53,665,900 12.6 1.8

中部 7,887,906 1.9 -0.8 ( -6.2)

近畿 16,332,675 3.8 -3.6

中国 8,968,162 2.1 -2.2

四国 5,854,484 1.4 2.6

九州 18,075,201 4.2 -2.8

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 426,034,999 100.0 4.6 (　4.5)

紳士服・洋品 23,371,491 5.5 5.9 (　5.8)

婦人服・洋品 77,409,893 18.2 6.2 (　5.9)

子供服・洋品 15,108,226 3.5 -4.6 ( -4.6)

その他衣料品 7,701,785 1.8 -1.8 ( -1.8)

衣　　料　　品 123,591,395 29.0 4.2 (　4.0)

身のまわり品 64,042,933 15.0 10.6 (　10.6)

化粧品 35,525,137 8.3 1.3 (　1.3)

美術・宝飾・貴金属 34,439,197 8.1 10.8 (　10.7)

その他雑貨 13,636,199 3.2 -0.6 ( -0.6)

雑　　　　　　貨 83,600,533 19.6 4.7 (　4.7)

家　　具 4,618,209 1.1 -3.1 ( -3.1)

家　　電 1,508,856 0.4 27.1 (　27.1)

その他家庭用品 11,118,695 2.6 -4.6 ( -4.8)

家　庭　　用　品 17,245,760 4.0 -2.1 ( -2.2)

生　鮮　食　品 17,794,182 4.2 -4.0 ( -4.2)

　菓　　子　 41,143,572 9.7 6.2 (　5.9)

　惣　　菜　 25,375,977 6.0 7.4 (　7.2)

その他食料品 29,228,041 6.9 2.0 (　1.9)

食　　　料　　　品 113,541,772 26.7 3.6 (　3.4)

食　堂　　喫　茶 8,626,990 2.0 8.2 (　8.0)

サ　ー　　ビ　ス 4,264,798 1.0 -3.4 ( -3.4)

そ　　の　　他 11,120,818 2.6 -1.1 ( -1.1)

商　　　品　　　券 7,685,575 1.8 -6.8 ( -6.8)

全国百貨店　売上高速報 2022年3月
第１表　　地区別売上高

※店舗数調整後　（　）が調整前

対前年増減(-)率　(%)
※

　対前年増減(-)率　(%)
※

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。  
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １.１０都市売上動向        ６.７％（６か月連続プラス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向  －０.６％（店舗数調整後／２か月連続マイナス） 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

１０都市 ６.７ ４.８ ６か月連続プラス 

札 幌 ２.０ ０.１ ２か月ぶりプラス                                                                         

仙 台 ４.８ ０.１ ２か月ぶりプラス 

東 京 １１.３ ３.１ ７か月連続プラス 

横 浜 １.３ ０.１ ２か月ぶりプラス 

名古屋 ４.０ ０.３ ６か月連続プラス 

京 都 ２.３ ０.１ ６か月連続プラス 

大 阪 ６.８ ０.９ ６か月連続プラス 

神 戸 １.３ ０.０ ２か月ぶりプラス 

広 島 ０.７ ０.０ ２か月ぶりプラス 

福 岡 ４.４ ０.２ ６か月連続プラス 

10 都市以外の地区 －０.６ －０.２ ２か月連続マイナス 

北海道 －９.２ －０.０ ２か月連続マイナス＊ 

東 北 －５.８ －０.１ １０か月連続マイナス＊ 

関 東 １.８ ０.２ ２か月ぶりプラス 

中 部 －０.８ －０.０ ２か月連続マイナス 

近 畿 －３.６ －０.２ ２か月連続マイナス 

中 国 －２.２ －０.０ ２か月連続マイナス＊ 

四 国 ２.６ ０.０ ２か月ぶりプラス 

九 州 －２.８ －０.１ ２か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

主要５品目は、衣料品、身のまわり品、雑貨、食料品はプラスとなったが、家庭用品 

は２か月連続でマイナスとなった。その他の品目は、紳士服・洋品、婦人服・洋品、 

化粧品が２か月ぶりにプラスとなったほか、美術・宝飾・貴金属が１４か月連続で 

プラスとなった。 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

総額 ４.６ ― ２か月ぶりプラス 

紳士服・洋品 ５.９ ０.３ ２か月ぶりプラス 

婦人服・洋品 ６.２ １.１ ２か月ぶりプラス 

子供服・洋品 －４.６   －０.２ ２か月連続マイナス 

その他衣料品 －１.８ －０.０ ２か月連続マイナス 

衣料品 ４.２ １.２ ２か月ぶりプラス 

身のまわり品 １０.６ １.５ ６か月連続プラス 

化粧品 １.３ ０.１ ２か月ぶりプラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 １０.８ ０.８ １４か月連続プラス＊ 

その他雑貨 －０.６ －０.０ ２か月連続マイナス＊ 

雑貨 ４.７ ０.９ ６か月連続プラス 

家具 －３.１ －０.０ ２か月連続マイナス 

家電 ２７.１ ０.１ ２か月連続プラス 

その他家庭用品 －４.６ －０.１ ２か月連続マイナス 

家庭用品 －２.１ －０.１ ２か月連続マイナス 

生鮮食品 －４.０ －０.２ １０か月連続マイナス＊ 

菓子 ６.２ ０.６ ７か月連続プラス＊ 

惣菜 ７.４ ０.４ ７か月連続プラス＊ 

その他食料品 ２.０    ０.１ ３か月連続プラス＊ 

食料品 ３.６ １.０ ６か月連続プラス 

食堂喫茶 ８.２ ０.２ ２か月ぶりプラス 

サービス －３.４ －０.０ ２か月連続マイナス 

その他 －１.１ －０.０ ３か月連続マイナス 

商品券 －６.８ －０.１ ２か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

 

 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  橘 ・ 長 柴  まで 

TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

 

 

http://www.depart.or.jp/

